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先端プログラム領域課題3の概要

1話題提供者

日本域気候変動の予測システム
開発とメカニズム解明

地域・流域の適応策推進に向けた
気候変動予測情報の創出・極端現

象メカニズムの解明

プロダクツ利活用促進

海外の脆弱地域における

高精度気候予測データセット
の創出（国際連携）
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気候を再現・予測するには

2話題提供者 気象研HP気候モデル
(状態方程式 p=ρRT)

https://www.mri-jma.go.jp/Topics/contents/forlearning/kengakusiryou1.pdf

https://www.jamstec.go.jp/es/jp/output/gallery
/gallery_es4_photo.html

スーパーコンピュータ
が必須

連立方程式の数の概算：
格子点数20,000,000
✕予報変数5
＝100,000,000

GHG排出量シナリオ
（SSP)が必要

ブラック–ショールズ方程式

Wikipediaより



力学的ダウンスケーリング手法による地域情報詳細化

3話題提供者

地域気候モデル

地域気候モデル

全球気候モデル

解像度10倍の計算に必
要な計算機資源：
10✕10✕10＝1000倍
（緯度✕経度✕時間）



令和5年6月から7月上旬にかけての線状降水帯の発生数
確率的EA手法
人為起源の地球温暖化により日本全国の線状降水帯の
総数が約1.5倍に増加していたと見積もられ、特に九州
地方で増加が顕著

量的イベントアトリビューション手法
総雨量が、地球温暖化がなかったと仮定した場合と
比べて16％増加



気候予測データセット
2022から202Xへ

      



気候予測データセット2022



データセット解説書
第１章 気候予測データセット
2022に関連する全般的事項
（１）気候予測とは
（２）気候予測データセット2022
の概要
（３）力学的ダウンスケーリング
と統計的ダウンスケーリングにつ
いて
（４）モデル解像度とデータセッ
トの利活用の関係
（５）CMIP5とCMIP6の関係性
（AR5とAR6、コアシナリオ等）
（６）バイアス補正について
（７）利用例（主なもの）
（８）モデル実験の比較
（９）利用条件と免責事項
（１０）用語説明

全324ページ

第２章 各データセットの解説
I.    全球モデル
II.   ① 全球及び日本域気候予測データ
III. ② 日本域気候予測データ
IV.  ③ マルチシナリオ・マルチ物理予測データ
V.   ④ 全球及び日本域150年連続実験データ
VI. ⑤ 全球及び日本域確率的気候予測データ
（d4PDFシリーズ）
VII. ⑥ 北海道域d4PDFダウンスケーリングデー
タ
VIII.  ⑦ 本州域d4PDFダウンスケーリングデータ
IX.  ⑧ 日本域台風予測データ
X.   ⑨ 全球d4PDF台風トラックデータ
XI.    ⑩ 日本域d4PDF低気圧データ
XII.   ⑪ 日本域農研機構データ（NARO2017）
XIII.  ⑫ 日本域CMIP5データ（NIES2019）
XIV.  ⑬ 日本域CMIP6データ（NIES2020） 
XV.   ⑭ 日本域海洋予測データ
XVI. ⑮ 日本域波浪予測データ



適応計画を進展させるためには、

1. 自然災害の引き金となる台風や豪雨など
の将来の異常気象を予測し、

2. 人類の生活への影響を評価する

必要がある。

高解像度モデル予測の必要性

• 地形の表現は解像度に依存する

• 低解像度モデルは、熱帯低気圧、定常前線、ブロッキングなどの降水システ
ムを再現できないことが多い

• 高解像度モデルは、一般に平均気候をよりよく再現する

高解像度モデルによる気候変動予測の必要性



モデル地形の解像度依存性

9

CMIP6



モデル解像度の違いによる台風の予測の比較

10話題提供者

６０km  mesh model

２０km mesh model

60km解像度モデルでは、台風

経路は正しく予測できているが、
台風の性質である中心気圧や
最大風速の再現が、20kmモデ
ルに比べて低い。

註)この実験は、気候モデルを用い
た短期予報実験で、気候予測実験
ではありません。



一般的な解像度と高解像度での将来変化予測の違い

• 気温の将来変化は両者で、予測に差は無い。
• 降水量の将来変化は、両者で予測に差⇒将来

11話題提供者
Ito et al. (2020b、HRL)

台風あり

台風なし



気候予測データセット202X

12話題提供者 辻野博之

過去（気候）再現実験

非温暖化実験

SSP1-2.6

SSP2-4.5

scaled SSP5-8.5

20601961 210020201991

2.0°C レベル

4.0°C レベル

3.0°C レベル

2070

温暖化レベルをマルチモデル平均にスケーリング
多様な温暖化レベル設定実験の初期値作成

[海10km, 2km] 36メンバー（2kmは期間・メンバー限定）

[海洋10km, 2km] 36メンバー（2kmは期間・メンバー限定）

[海10km, 2km] 10メンバー（2kmは期間・メンバー限定）

[海洋10km, 2km] 36メンバー （2kmは期間・メンバー限定） [海10km, 2km] 36メンバー（2kmは期間・メンバー限定）
[領5km] 6メンバー

[領5km] 6メンバー（2041-2060は36メンバー）

[領域5km] 6メンバー（直近10年ほどで大メンバー）

[領域5km] 6メンバー（直近30年でメンバー増強）

[領5km] 4メンバー

[領5km] 4メンバー

[領5km] 4メンバー

[領5km] 4メンバー

[領2km] 4メンバー

[領2km] 4メンバー

[領5km] 4メンバー

温暖化レベル実験では
同じ期間の海洋条件で
温暖化影響を比較

[全球60km, 領域20km] 36メンバー

[全球60km, 領域20km] 36メンバー

[全球20km] 1979-2020 10メンバー

[全20km] 10メンバー

[全20km] 10メンバー

[全20km] 10メンバー

[全20km] 1979-2020は10メンバー

[全60km] 10メンバー[全60km] 10メンバー[全60km] 10メンバー

[全球60km, 領域20km] 36メンバー

36メンバー

36メンバー[全60km, 領20km] 36-100メンバー

[全60km, 領20km] 36-100メンバー

[全球60km, 領域20km] 36-100メンバー
[全60km] 10メンバー

[全球60km, 領域20km] 36-100メンバー

年

非温暖化

過去再現

複数の実験を一本化

140年連続・

多アンサンブ
ル・（超）高解
像度実験
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新システムTSE-Cによる: 気候予測

Mizuta et al. (2008)

タイムスライス実験

大気気候モデル（AGCM）

• 現在：1979-2003
• 将来：2075-2099

時間連続実験

システム(TSE-C)
大気海洋結合モデル
（AOGCM）

• 実験期間：1950-2100
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仲江川敏之

大気と海洋が首尾一貫し
た変動するデータの創出
が可能
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最近の気候予測に関連する話題
WMO 気候ハイライト 2023年版の先読み
• 2023年は最も温暖な年で、海面水温と海
水位が記録更新

• 各所で異常気象による自然災害発生

話題提供者
https://wmo.int/news/media-centre/2023-shatters-climate-records-major-impactshttps://doi.org/10.5194/gmd-2023-176

SSP3-7.0; 
SSP5-8.5
RCP8.5
SSP2-4.5
RCP4.5
SSP1-2.6
RCP2.6
IMP-NEG

IMP-GS

SSP1-1.9
IMP-SP
SSP1-1.9

IPCC とCMIP7関連
• Representative emission pathways(REPs)となる予定（左下図参照）
• 「気候変動と都市に関する特別報告書」を2027年初頭に提出
• 統合報告書を2029年後半までに提出

https://garystockbridge617.getarchive.net/amp/m
edia/battling-the-blaze-32bc99

Wildfires 
in Hawaii



まとめ

データセット2022を中心とした先端プロ領域課題3での取り組み
• 先端プロ領域課題３の概要
 新しいシステムTSE-Cの開発と、データセット202Xの作成
 先端的な気候変動に関連する極端現象メカニズムの解明
 日本の気候予測科学技術を国際連携で海外へ
 ユーザーとの対話、コミュニティー作り

• データセット2022
 日本の極端気象現象の再現に重きを置いたデータセット作成アプローチ
 「日本の気候変動2025」、「気候変動影響評価報告書2025」などでの活用

• データセット202X
ユーザーの様々な要望に応えうる一つのデータセット
大気海洋結合モデルを用いた新たなシステムによるデータセット
大気と首尾一貫した海洋データの創出 17
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